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豊中市の延長保育の拡張の必要性の分析 現状の保育

1

子育て世帯が平日の通常保育を利用している割合は、利用日数が「週5日」利用時間が「10時間以上～11時間未満」が最
も多いです

→教育標準時間の5時間や保育標準時間の11時間に合わせて利用されている傾向にあります

現状の通常保育の終了時間として「18時～19時」が最も多く「15時よりも前」が次いで多いです

→保育施設の19時閉園や教育施設の14時までの教育時間に合わせて利用されている傾向にあります

開園時間が
19時までの
施設

開園時間が
20時までの
施設

※令和7年2月発行の「子育ち・子育て支援に関するニーズ等調査結果」から抜粋



豊中市の延長保育の拡張の必要性の分析 希望の保育

2

子育て世帯が平日の夜間保育（国の定義する午前11時から午後10時までの保育に限らない）を希望している割合は17％
ほどいます

→令和7年4月時点の就労要件の保育標準時間認定の市内在住者は6,814人おり、そのうちの17％は1,158人にあたります

希望の夜間保育の終了時刻として「20時～21時」が最も多く「19時～20時」が次いで多いです

→多様な保育サービスの拡充として「あと1時間から2時間程度開園時間が伸びる」ことを希望している人が多いです

開園時間が
19時までの
施設

開園時間が
20時までの
施設

※令和7年2月発行の「子育ち・子育て支援に関するニーズ等調査結果」から抜粋



豊中市の延長保育の拡張の必要性の分析 現状の働き方

3

子育て世帯の就労時間は、父親・母親共に「8時間以上～9時間未満」が最も多いです

→父親は「9時間以上」で働く人も相当割合いるため、母親がその分働く時間を短くしている可能性があります

子育て世帯の帰宅時間は、父親は「20時～21時」が、母親は「18時～19時」が最も多いです

→父親は「20時以降」の帰宅時間が最も多いため、母親がその分帰宅時間を早めている可能性があります

※令和7年2月発行の「子育ち・子育て支援に関するニーズ等調査結果」から抜粋



豊中市の延長保育の拡張の必要性の分析 希望の働き方

4

※令和7年2月発行
の「子育ち・子育
て支援に関する
ニーズ等調査結
果」から抜粋

仕事と子育ての両立させるための課題として「代わりに子どもをみてくれる人がいない」や「仕事での時間が十分とれな
い」が挙げられています。

→家庭や仕事の時間が確保できていなことで自分に余裕がなくなり、ストレスを感じている可能性があります

必要と感じる支援・対策として「仕事と家庭を両立できる労働環境の整備」や「保育サービスの拡充」が挙げられています

→労働環境の改善を求めるだけではなく、既存の保育サービスの充実を求める声が出ています



データの見方

5

このデータは令和5年から令和7年までの4月分の児童全員の登園と降園の時刻を集計したものです。

・縦軸が登園時間帯、横軸が降園時間帯になり「8時台に登園して17時台に降園した人が797人いた」ということになります。

・左上は登園も降園もないので欠席した人数（252人）で、右下は1ヶ月分のすべての打刻人数（3260人）になります。

・黄色の囲みが「20時までの延長保育」に該当し、1ヶ月で53+51+17+1+3+1＝126人の利用があったことになります。



20時までの延長保育を実際に使っている園の現状＿令和5年度の月総数

6

このデータは令和5年度の4月分の児童全員の登園と降園の時刻を集計したものです。

→黄色セルに該当する箇所が「19時台」と「20時台」に降園した利用者で、合計で126回分(122+4)が該当します

→「18時台」に降園した利用者は264回分にあたり、先の数と合わせて390回分が延長保育を使っています

→実際に登園した利用者のうち（3260-252）延長保育を使っているのは12.9%（390/3008）で、19時から20時までの延
長保育を使っているのは4.1%（126/3008）になります



20時までの延長保育を実際に使っている園の現状＿令和6年度の月総数

7

このデータは令和6年度の4月分の児童全員の登園と降園の時刻を集計したものです。

→黄色セルに該当する箇所が「19時台」と「20時台」に降園した利用者で、全部で136回分(133+3)が該当します

→「18時台」に降園した利用者は284回分にあたり、先の数と合わせて420回分が延長保育を使っています

→実際に登園した利用者のうち（3297-330）延長保育を使っているのは14.1%（420/2967）で、19時から20時までの延
長保育を使っているのは4.5%（136/2967）になります



20時までの延長保育を実際に使っている園の現状＿令和7年度の月総数

8

このデータは令和7年度の4月分の児童全員の登園と降園の時刻を集計したものです。

→黄色セルに該当する箇所が「19時台」と「20時台」に降園した利用者で、合計で96回分(95+1)が該当します

→「18時台」に降園した利用者は313回分にあたり、先の数と合わせて409回分が延長保育を使っています

→実際に登園した利用者のうち（3423-313）延長保育を使っているのは13.1%（409/3110）で、19時から20時までの延
長保育を使っているのは3.0%（96/3110）になります



データの見方

9

このデータは令和5年から令和7年までのそれぞれの4月の児童全員の園の滞在時間とその曜日別を集計したものです。

・縦軸は園の滞在時間、横軸が曜日になり「園の滞在時間が9～10時間で最も多いのは火曜日で192人」ということになります。

・縦軸の下の黄色囲みは「20時までの延長保育を使っている人」の曜日別の集計になり曜日によって差はないことが分かります。

・横軸の右の黄色囲み「20時までの延長保育を使っている人」の園の滞在時間別の集計になり「10時台に登園し19時台に降園す
る人は園の滞在時間が9～10時間になり、このような利用の20時までの延長保育を使っている人は2人いた」ことが分かります。



20時までの延長保育を実際に使っている園の現状＿令和5年度の曜日別

10

児童の滞在時間別や曜日別で集計し、滞在時間や曜日において20時までの延長保育の利用者の傾向を分析しました

→縦列は曜日における傾向で、利用が偏る曜日などの傾向は見られませんでした(平均して毎日4～5人）

→横列は園の滞在時間における傾向で、園の滞在時間が10時間以上の利用者が20時までの延長保育を使う傾向が多いこ
とが分かりました（41+54+28名がひと月に利用）

→これ以外に、20時までの延長保育を使う実人数は、月1回利用が21人、月2回利用が11人、月3～9回利用が4人、月10
回以上利用が4人いました。



20時までの延長保育を実際に使っている園の現状＿令和6年度の曜日別

11

児童の滞在時間別や曜日別で集計し、滞在時間や曜日において20時までの延長保育の利用者の傾向を分析しました

→縦列は曜日における傾向で、利用が偏る曜日などの傾向は見られませんでした(平均して毎日5～8人）

→横列は園の滞在時間における傾向で、園の滞在時間が10時間以上の利用者が20時までの延長保育を使う傾向が多いこ
とが分かりました（31+68+29名がひと月に利用）

→これ以外に、20時までの延長保育を使う実人数は、月1回利用が7人、月2回利用が5人、月3～9回利用が10人、月10回
以上利用が5人いました。



20時までの延長保育を実際に使っている園の現状＿令和7年度の曜日別

12

児童の滞在時間別や曜日別で集計し、滞在時間や曜日において20時までの延長保育の利用者の傾向を分析しました

→縦列は曜日における傾向で、利用が偏る曜日などの傾向は見られませんでした(平均して毎日4～6人）

→横列は園の滞在時間における傾向で、園の滞在時間が10時間以上の利用者が20時までの延長保育を使う傾向が多いこ
とが分かりました（24+63+6名がひと月に利用）

→これ以外に、20時までの延長保育を使う実人数は、月1回利用が11人、月2回利用が4人、月3～9回利用が4人、月10回
以上利用が6人いました。



夜間保育事業に関する国の動きや取り組み

13

夜間保育所の運営等の観点から20時までの延長保育の実施につ
いて検討するため、今年度開催された全国夜間保育園経験交流会
に参加したので、以下の内容としてまとめました。

→夜間保育所における保育士の立場は、夜間保育所を利用する親と子
の互いの都合にどう折り合いをつけるかを考えるものです

→今までの夜間保育の利用者は「お金のためにこの仕事をやるしかな
い」という後ろめたさがあったが、最近の夜間保育の利用者は「親
が自分の好きな仕事をするために利用する」という側面もあります。

→国が提唱する多様な保育に夜間保育が入っていないことが問題であ
り、社会にとってあたりまえの夜間保育であり、利用者は公的な施
設型サービスの形態で提供されることを望んでいます

→OECD保育白書（OECD,Starting Strong,2001）には「乳幼児サービ
スは、義務教育と同様に、公共財として、また教育課程の重要な一
部分として認識されなければならない」ことや「政策、サービスお
よび運営・管理に対して相当額の公的投資がなければ、親がサービ
スを利用できる機会もサービスの質も崩れる」ことが報告されてい
ます

→国は夜間保育における大規模な実態調査を、今年度にも実施するこ
とを予定しているとのことです。

※当日資料の「第35回 全国夜間保育園経験交流研修会」を参照



20時までの延長保育を実施した場合の補助金の拡充について

14

豊中市では20時までの延長保育を実施している施設に対し、令和6年度から独自の補助基準額を設けています

→20時までの延長保育を実施すると追加的に職員の人件費が発生しますが、国の補助基準額に市の補助基準額を加え嵩上げする仕
組みがあります

→20時までの延長保育を実施しているものの利用者が少ない場合は、最低保証としての補助基準額が設けられ経費を補助できるよ
うにしています（右表のケース7の場合、19：01分時点の平均利用児童数が0人ですが、20時までの延長保育を実施している施
設として補助基準額が2,265,000円（計算式：国基準1,760,000円+市基準500,500円）まで拡充します）



まとめ

15

豊中市における20時までの延長保育の実施について傾向をまとめると以下のとおりです

・子育ち・子育て支援に関するニーズ等調査結果によると、豊中市における現状の保育と希望の保育のギャップを見
ると「あと1時間から2時間程度開園時間が伸びる」ことを希望している人が多いことが分かりました。

・同調査によると、豊中市における子育て世帯の働き方の現状として、父親が母親より1日の就労時間が長く帰宅時
間も遅い傾向にあり、その分母親の働き方が短く早く帰宅するような傾向になり、それを解消するために仕事と家庭
の両立ができる労働環境の整備を希望するほか、保育サービスの拡充を求める声も多いことが分かりました。

・現に20時までの延長保育を実施している施設において、18～19時までの延長保育の利用者は全体の12～14％ほど
おり、そのうち20時までの延長保育の利用者はその3割（全体の3～5％）程度いることが分かり、利用する曜日に偏
りはなく、園の滞在時間が10時間以上の利用者が20時までの延長保育を使う傾向にあることが分かりました。

・現に20時までの延長保育を実施している施設の利用者の傾向について、月1回利用する人が多い令和5年度や、月
10回以上利用する人が多い令和7年度など、調査した3年間でもそれぞれ違った傾向がありました。

・20時までの延長保育を円滑に実施できるよう、豊中市の延長保育事業の補助基準額を拡充するほか利用実績が少な
くても対象経費を補助できる仕組みを設けています。

・20時までの延長保育は令和8年度に市内で6施設を目標数に掲げています。皆さまぜひ事業実施をご検討ください。
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